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背景

• 試掘を行うのに対して短時間で済む。

• 非開削工事となるので、事故等の危険性が低く、交通規制も短時間で済むため、近隣
住民への影響がほとんどない。

• ストックマネジメントや自然災害の復旧などで広い範囲の調査が求められる時代に

身の回りには様々な埋設物があり、日々増え続けている。
（それぞれ所有者が違うため、管理者でも把握できていない埋設物も存在している。）
経年劣化で空洞化も進んでいる箇所もある。
↓
事故を防ぐために、工事前には正確に把握する必要がある。

レーダー探査技術を活用すると



レーダー探査技術の技術の現状

①レーダー画像の分かりにくさ

②費用がかかる

③正確性や信頼性

→試掘に対しメリットが少ない
→広く普及しているとは言い難い



今後

レーダー探知機 ほかの技術ＤＸ
より精度の高い埋設物

調査結果
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• 東京都「デジタルツイン実現プロジェクト」

URL：https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp

• 静岡県「Virtual Shizuoka 構想データチャレンジ」

URL：http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-130/kensetsu-ict/data-challenage-2020.html



今後2

• レーダー画像

• 地上映像

• 地点情報

→データベースと連携
→ＡＲ化により現場にてタブレット端末で
埋設物の可視化

→これらのデータに判別ＡＩを用いて解析
→より精度の高い埋設物調査



現地調査
・地中探査車

解析
・情報プラットホーム

ＧＩＳ…地理情報システム ＤＢ…データベース

結果
・埋設物のより正確
な判定

・ＡＲ等での可視化
・ＤＢの更新

レーダ画像

測位情報

地上映像

レーダ画像解析
埋設物判定ＡＩ

ＧＩＳ（ＤＢ）

図面

地盤情報

埋設物情報

調査場所の構造

レーダ画像解析
埋設物判定ＡＩ

埋設物情報



下水管

水道管

排水管


